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【会議録（要点記録）】

（午後7時00分 開会）

１ 教育長あいさつ

（久保教育長）

２ 委員の委嘱について

（委嘱状を机上配布）

３ 会長及び副会長の互選について

（会長：杉原眞一委員を選出）

（副会長：元文麻衣委員を選出）

○杉原会長あいさつ

今、教育長のあいさつの中で、大野市が取

り組んでいる教育のことについて説明があっ

たが、この会議に集まってるメンバーは、子

ども・子育て会議という名称のとおり、子ど

ものことをどういうふうに育てていったらい

いかということを考えていくのがメーンにな

っていく。

平成27年に第1期の大野市子ども・子育て

支援事業計画が策定され、令和2年度に第2期

計画が策定された。

聞くところによると来年度は第3期の計画

策定を予定しているとのことであるので、計

画策定に向けた審議を進めていきたい。

委員にはそれぞれの立場でお集まりいただ

いているので、意見をどんどん出していただ

き、将来の計画策定につなげていきたい。

４ アドバイザー紹介

（仁愛大学 青井夕貴准教授を紹介）

５ 議事

○杉原会長

子ども・子育て会議の年間予定を議題とす

る。事務局の説明をお願いする。

○事務局

説明の前に事前に送付した「会議の進め

方」について確認させていただく。

事前送付の資料には、①令和４年度子ど

も・子育て関連事業の実績について、②令和

５年度版「大野ですくすく子育て応援パッケ

ージ」について、③子ども・子育て会議の年

間予定についての順になっていたが、まず、

本会議の年間の予定を先にご説明させていた

だく。本日配布のレジュメに従い、進めさせ

ていただく。

一つ目の議題、資料№１「子ども・子育て

会議年間予定」にて年間予定を説明するの

で、ご確認いただきたい。

次に、二つ目の議題、資料№２「令和5年

度点検評価対象事業取組み状況確認シート

（令和4年度事業）」と資料№３「令和４年

度『大野ですくすく子育て応援パッケージ』

実績」で令和4年度の子ども・子育て関連事

業の実績を説明する。

特に資料№２「令和5年度点検評価対象事

業取組み状況確認シート（令和4年度事

業）」はこども支援課が行った行った自己評

価である。シートの下側の「総合判定」「評

価」の部分に市が考える「課題」「成果の分

析」「評価」を記載していますので、市が考

える評価と市民目線、利用者目線とにズレが

生じていないかをご確認いただき、ご意見を

賜りたい。

本日、特にお願いしたいところである。

三つ目の議題、リーフレット「令和5年度

版大野ですくすく子育て応援パッケージ」

で、令和5年度の内容を説明するのでご確認

をお願いしたい。

続いて、報告（情報共有）事項として、

(1) 屋内型子どもの遊び場について、(2) な

つやすみわくわくカレンダーについて、(3)

学びと遊びと体験の広場についての3点につ
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いて報告するのでご確認をお願いしたい。

以上が本日の会議の流れになる。

それでは、議題の(1) 子ども・子育て会議

の年間予定について説明するので、資料№１

をご覧いただきたい。

本日の第1回会議以降、９月頃、１１月

頃、来年２月頃に会議を開かせていただく予

定としている。それぞれの会議の目的を記載

しているのでご確認をお願いしたい。

○青井アドバイザー

新しい委員もいるので、計画が作られてい

くプロセスを説明してもらいたい。そうする

とニーズ調査との関係も理解できる。

○事務局

国の子ども・子育て支援法に基づき、地域

子ども・子育て支援事業計画を立て、第2期

計画では11の事業に取り組んでいる。

今後、大野市として事業に取り組む上でニ

ーズがどれだけあるかを調査して、そのニー

ズに対応するための確保方策を子ども・子育

て支援事業計画で明らかにしている。

青井先生の方から指摘があったが、大野市

の子ども・子育て支援事業を進めていくに当

たって、どれだけのニーズがあるかを把握す

ることが非常に重要になる。

今年度行うニーズ調査の結果を踏まえて来

年度、次期計画の策定作業に入ることにな

る。

今回の会議でニーズ調査を議題とすること

も検討したが、今、国の方でも、秋ごろにか

けて、こども大綱を出す予定になっているの

で、国の方向性が示された後にこの会議で議

論いただきたい。

従って、11月頃には実際具体的にどのよう

な方に、どのようにニーズ調査のアンケート

をするのかといった内容を検討いただきた

い。そして最後の2月頃の4回目の会議で、ニ

ーズ調査をした結果を報告させていただき、

次年度の次期計画策定に移らせていただく。

ただ、国の方も、子ども・子育て支援事業

計画だけではなくて、今後の子どもの貧困対

策をどうするのかといった方向性の打ち出し

もあると思うので国の流れも踏まえながら、

会議でお諮りしたい。

○杉原会長

続いて令和4年度の子ども・子育て関連事

業の実績についてを議題とする。事務局の説

明をお願いする。

○事務局

本日配布した資料、右肩に朱書きで「点検

評価対象事業取組み状況確認シート説明資

料」と書かれた資料をご覧いただきたい。地

方教育行政の組織及び運営に関する法律に基

づき事務の管理及び執行の状況について点

検・評価を行うものである。

第2期大野市子ども・子育て支援事業計画

に基づき令和4年度に実施した40事業の中か

ら主要な8事業を選定し、取組み状況確認シ

ートを作成している。

こども支援課所管事業は大野市子ども・子

育て会議で意見聴取することになっている。

最終ページの赤枠の上の囲み、取組み状況

確認シートの中ほど達成度の判定基準につい

ては、成果指標の達成状況により成果指標等

を大幅に超えた110％以上を◎、成果指標等

を概ね達成した90％以上、110％未満を〇、

成果指標等を大幅に下回った90％未満を△と

3段階で判定している。

赤枠の下の囲み、取組み状況確認シートの

一番下、評価の達成度の評点基準について

は、有効性などについてＡ～Ｄの4段階で自

己評価しているのでご意見をいただきたい。

それでは、資料№２「令和5年度点検評価

対象事業取組み状況確認シート（令和4年度

事業）」を説明する。
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1ページ目、結婚世帯応援事業の目的は、

新婚世帯に対し、結婚に伴う新生活のスター

トアップに係る経済的支援を行うもので、事

業概要の欄(1)結婚新生活支援事業は、夫婦

ともに39歳以下で夫婦の所得が400万円未満

の新婚世帯に対し、住宅賃貸費用や引っ越し

代などを１世帯当たり上限60万円で補助する

ものと、(2)Ｕ25夫婦支援事業は、両方又は

いずれかが25歳以下の夫婦で、夫婦所得が

400万円未満の新婚世帯１世帯当たり10万円

の祝金を給付するものである。

達成状況は、(1)結婚新生活支援事業は4

組、(2)Ｕ25夫婦支援事業は9組でいずれも想

定の10組を下回り、達成度は△とした。これ

は婚姻数の減少や賃貸住宅の不足が要因であ

ると分析している。

評価の観点は、①補助要件が適切か、②補

助制度が十分周知されいるかの2点であると

考える。

①補助要件については、令和5年度より夫

婦所得400万円未満から500万円未満に緩和さ

た。②補助制度の周知に関しては、助成内容

が口コミで拡散されるよう親世代にも十分に

周知する必要があると考えている。ただ、一

定の効果はあると考えられるので、達成度は

Ｂとした。

一方で、結婚応援について、より効果的な

ほかの手法、取り組みがないのかを検討する

必要があると考えるので、若者の結婚支援に

ついて、ご意見、アイデアを頂けたらと思

う。

２ページ目、子育て交流ひろば事業であ

る。

事業目的は、乳幼児とその親子が気軽に集

い、交流できる場所を提供するとともに、子

育てマイスターによる相談、指導や子育て関

連イベントをとおして、安心して子育てがで

きる環境を整えるために行っているものであ

る。

事業概要の欄、ショッピングモールＶＩＯ

内で開所されており、ＮＰＯ法人ちっく・た

っくに委託している。土・日、祝日も開所し

ており、利用者の利便性は高くなっている。

達成状況は新型コロナ感染症対応のため、

1日当たりの利用人数が制限されていたた

め、成果指標5,085人に対して、実績は4,977

人と概ね達成しており、達成度は〇とした。

評価は利用人数が制限されつつも、新たな

イベントの実施やＳＮＳを活用した情報発信

に積極的に取り組んでおり、利用者の増加を

期待している。概ね、目標利用人数を達成し

ていることから達成度はＡとした。

民間商業施設に立地している特徴や利用促

進に関する新たなアイデアを頂けたらと思

う。

３ページ目、保育所管理運営経費である。

事業目的は公立保育園４園において適正な

保育を行うために必要な人員の配置や施設の

維持管理を行うもので、事業概要の欄、保育

士、調理師、保育補助者の雇用や修繕など公

立保育園の管理運営を行っている。

少子化による園児数が減少する中、地域で

の保育を継続するため、和泉保育園について

は定員20人以下の地域型保育事業へ移行する

ことを決定し、保護者や地元調整を図った。

達成状況は、大野市内における待機児童は

いないので、達成度は〇とした。

評価の部分、新型コロナウイルス感染症へ

の対応を行いつつ、保護者の就労環境の確保

といった社会的機能の維持に努めた。園児数

が減少しても、効率的に保育が継続できるよ

う小規模保育事業への移行を進めたので、達

成度はＡとしている。

今後さらなる園児数の減少が続くと予測さ

れるので、公立保育園の在り方についてご意

見を頂けたらと思う。
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４ページ目、民間保育所等運営経費。

事業目的は、市内民間保育所1園と市内認

定こども園9園において保育等を行うため、

民間施設に委託又は施設型給付費を支給する

もので、事業概要は市内の民間保育施設だけ

でなく、大野の未就学児が事情により他市町

の保育施設で保育を行うことにも対応するも

のである。

達成状況は、大野市内における待機児童は

いないので達成度は〇とした。

評価の部分、新型コロナウイルス感染症へ

の対応を行いつつ、保護者の就労環境の確保

といった社会的機能の維持に努めた。民間保

育施設の運営が維持できるよう、民間保育施

設の理解を得ながら令和４年度から３年間で

段階的に入所児童数の弾力運用の適正化にも

取組み、教育・保育サービスの量と質の両面

の確保にも努めており、達成度はＡとした。

今、おむつの持ち帰りの廃止など新たなニ

ーズが増える一方で、保護者の子育て力の向

上に向けた子育て支援をどうしていくのかと

いった面の課題もあるように思うので、民

間、公立と区別せず、これからの保育所等に

求められるニーズについてご意見を頂けたら

と思う。

５ページ目、家庭育児応援手当支給事業。

事業目的、事業概要の欄、この事業は生後

2か月～満3歳未満の第2子以降の児童を保育

所などを利用せず在宅で育児をする世帯へ児

童１人当たり月額10,000円を支給するもので

ある。

達成状況は、事業の周知活動を成果指標と

しており、対象者への直接的な周知のほか、

市ホームページ、子育て情報紙、予防接種の

案内時などあらゆる機会を捉えて広報を行っ

ており、達成度は〇とした。

評価の部分、未申請者を把握することが困

難なため、未申請者に直接的に申請を案内す

ることができないものの、機会を捉えて複数

回にわたり申請勧奨を行っていること、この

手当の給付は県の補助制度を活用している

が、大野市独自で所得制限を撤廃しており、

県の補助要件では、対象児童7人に対して総

額36万円の補助に留まるところ、大野市では

対象児童57人に対して総額396万円の手当を

支給していることから達成度はＡとした。

現在は第2子出生を促す意味からも、保育

所等の第2子以降の無料化や家庭育児応援手

当の支給を行っているが、第1子出生を促す

取組の必要性についてご意見を頂けたらと思

う。

次のページ、障害児保育事業。

事業目的、事業概要の欄、保育を必要とす

る障害児を保育所や認定こども園で集団保育

することにより、健全な社会性の成長発達を

促進するなど、障害児に対する適切な保育を

実施するもので、市内の公立、民間全ての園

で障害児保育の受入れ体制は整えられてお

り、民間保育園に対しては市から委託料を支

出し、保育士等の配置や障害の状態に応じて

必要な設備、遊具、訓練器具、参考図等の備

品を設置している。

達成状況は、市内公立・民間全施設におい

て受入れを可能としていることから達成度は

〇とした。

評価の部分、市内全園で受け入れ態勢が整

えられており、十分に事業の目的が達成され

ていることから、達成度はＡとした。

現在、保育所等における、気掛かりな児童

が増えてきている。これは発達障害や気掛か

りさに関する認識の高まりによるものかもし

れない。引き続き、市内全園で受入れ体制を

整える量の確保を継続しつつ、質の確保につ

いても確認をしながら保育を行っていくこと

も求められる。

特に気掛かりな児童が増えていることに対
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するご意見を頂きたい。

次のページ、放課後児童クラブ事業。

事業目的、事業概要の欄、昼間、保護者が

いない家庭の小学校児童の放課後の居場所を

確保し、児童の健全育成を行うもので、市内

５児童センターで放課後児童クラブを実施し

ている。平日は放課後～午後6時までを無料

で、土曜日、長期休業中は午前8時から午後6

時までを、この夏休みからは1日300円に値上

げしたが、受入れている。

達成状況は、延べ利用者数の目標値22,000

人に対し、実績が20,678人で約94％となって

おり、達成度は〇とした。

評価の部分、放課後の子どもの居場所づく

りと保護者の就労環境の確保といった社会的

機能の維持に貢献しており、コロナで活動が

制限される中、夏休みの放課後児童クラブ野

外交流会や冬休みの放課後子ども教室との連

携事業を実施するなど、内容の充実にも取り

組んでいることから、達成度はＡとした。

気がかりな児童が増えていることから、学

校や、放課後支援員などの関係機関との連携

を図った、きめ細かな対応が求められますの

で、きめ細かな対応についてご意見を頂けた

らと思う。

最後のページ、子ども食堂見守り支援事業

補助。

事業目的、事業概要の欄、子ども食堂実施

団体の活動を補助することで、地域社会から

孤立しがちな子育て家庭に対する状況把握や

食事の提供を通じ、家庭の状況把握をするこ

とで子どもの見守り体制の強化を図ってい

る。

達成状況は子ども食堂開催の目標日数70日

に対し実績は47日、参加者は児童が441人、

保護者が362人となっており、達成度は△と

した。

評価の部分、コロナ禍による利用控えと実

施団体の人材確保が難しく、当初目標の開催

日数を達成することができなかったため、達

成度はＢとした。

現状は、飲食物が安く提供してもらえるこ

とを目的として利用されているようにも感じ

られるので、本来の見守りの強化、子どもの

居場所につながっているのかという点、大野

市全域への展開について、ご意見、アイデア

をいただきたい。

〇杉原会長

皆様方には、シートの下課題及び評価のと

ころを中心に、ご意見賜りたいというふうな

ことだったので、それぞれの立場でお願いし

たい。

〇事務局

あとですね、ちょっと今日欠席をされてる

委員さんからの意見も事前にいただいている

ので、事業ごとに報告させもらう。

〇杉原会長

それでは順番に意見をいただく。

〇事務局

本日欠席の嶋田委員から、結婚件数が少な

くなっていくのは日本全体で当然のことだと

思う。支援件数が少ないから支援をなくして

いくというようなことがないように、期待し

たいとの意見をいただいている。

〇杉原会長

次年度は所得制限が500万円未満と改善さ

れているが。

これ数が少なかったっていうのは、周知方

法が悪かったということか。

〇事務局

周知というか、年齢的な要件や400万円未

満という所得要件もあり、要件を満たさず補

助の対象にならない場合もある。

実際に結婚された新婚世帯の方には直接、

補助の案内をしているので、漏れなく皆さん

には制度は周知しているが、これが結婚の一
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つの契機というか動機になっているか。もら

えることはありがたいと言うのが実態のよう

に感じている。

先ほど説明の時にも触れたが、祝金とか補

助制度の周知以外に若者の結婚支援のために

もっとこういう取り組みするといいんじゃな

いかっていう別の視点でのご意見をいただけ

るとありがたい。

昨年の子ども・子育て会議でも意見があっ

たが、若者が集うようなところで周知をする

とか、県が運営しているマッチングアプリの

登録を積極的に進めていくことを今年度は取

り組んでいきたい。

〇青井アドバイザー

補助対象となった4組と9組の夫婦は外から

来た方、地元の方なのかは把握しているか。

〇事務局

夫婦ともにＩターンとかＵターンで補助を

受けられてというのではなく、2人とも地元

とか、夫婦のどちらかが地元といったケース

である。

〇青井アドバイザー

どこに重き置くかにもよると思うが、地元

に戻って来た若い人にはもう少し加算すると

か、いや逆に新しく来た方に加算するとか、

そういう意図があってもいいのかと思う。あ

るいは対象者がいないと結局予算が余るの

で、思いつきであるが、余ったら、また再

度、補助金がボーナス的にもらえるとかとい

う発想はだめか。

急激には増えないだろうし、しっかりと制

度を理解し、利用している方を大事にするの

も考え方の一つだと思う。

〇杉原会長

今、移住ブームである。都会から大野市に

やって来る人はいないのか。池田町がちょっ

と話題になったが。

〇事務局

移住について、うちの課は担当ではないが

地域文化課が主となり進めており、昨年度は

これまでで一番多くの方が移住している。過

去最高の人数であった。

さきほど、青井先生の質問にもあったが、

おそらく、夫婦で移住されてくるパターンも

結構多かった。こちらへ来て結婚するパター

ンはなかったが、夫婦でこちらに来るパター

ンはあったと思う。

〇杉原会長

子育て交流広場事業の方に入らせていただ

く。

〇牧野委員

成果指標で9785人で達成状況が4977人で約

半分である。コロナで人数制限はあったとの

ことだが、スペースはＶＩＯへ行くので理解

しているが、今の倍の人数の方が、あのスペ

ースで、遊んだりできるものか 個人的に

は、ちょっと狭いんじゃないかと思う。

コロナが明けたときに、対応できるのかと

思う。

〇事務局

確かにお買い物してるついでに一時的に預

けられて、一時預かりとかして赤ちゃんを寝

かしておく分にはあまりスペースはいらない

と思うが、今、牧野委員が言われるようにイ

ベントをして、さらにたくさん利用してもら

おうと思うと、確かに狭いように、今、意見

を頂いて感じた。

その部分をどう対応していくかが課題にな

ってくると考える。

〇杉原会長

子育て支援センターも無料か。

〇事務局

子育て支援センターもコロナが明けつつあ

るので利用者は増えている。大きい違いは結

とぴあにある子育て支援センターは平日、土

曜日は月2回、午前中開所をしているが、子
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育て支援センターは結とぴあの中にあるた

め、近くに保健師がいたり、栄養士がいたり

するので、そういった子育ての具体的な相談

事があると、もうすぐ保健師を連れてきて、

いろんな相談に対応するなど、より具体的で

専門的な相談の対応を行っている。

また、親子のレクリエーションや行事もし

ている。

ただ、ちっく・たっくは、土曜日とか日曜

日とか祝日も開所しているので、使い分けと

いうか、役割は違ってくる。また、一時預か

りもしており、役割が支援センターとちっ

く・たっくで若干かぶる部分もあるが、それ

ぞれが担う役割は別であると認識している。

〇杉原会長

続いて、保育所管理運営経費。

保育所関係の前田委員から意見をお願いす

る。

〇前田委員

和泉保育園の入所児童が減少したため令和

5年度から小規模保育事業に移行する手続き

との記載があるが、この小規模保育事業とは

どういったものか。

〇事務局

保育所としての規模が小さくなる。荒島保

育園が連携施設となる。小規模となると保育

士の人数が少なくなるが、これまでと同じ保

育を行う。

〇前田委員

阪谷地区も園児が減っている現状なので、

小規模保育事業に移行しても、なんとか公立

保育園を残してもらえると非常にありがた

い。

〇杉原会長

谷口委員からお願いしたい。

〇谷口委員

阪谷地区には移住で来られたお子さんもい

る。

そうのような中、地域のお子さんを地域で

大切にしていきたいという思いがあるので、

公立保育園を残していきたいという気持ちが

ある。

〇杉原会長

待機児童はゼロというが、本当か。

〇事務局

待機児童はいない。ただ定員があるので、

第1希望の園には入れず、第2希望、第3希望

に回ってるという事実はある。

〇杉原会長

公立幼稚園がなくなってきたこともある

が、別の園に通うことは保護者が対応するこ

とか。

〇事務局

保護者の対応になる。

小規模保育事業への移行は、公立保育園を

残すために行っている。園児が少なくなった

からもう廃止するっというのではなく、何と

かして残すためのやり繰りとして小規模保育

事業への移行という手段を選んでいる。

今のところはそれで何とか、対応していき

たいなと思います。

〇杉原会長

苦労しているのは理解するが、世の中の状

況が刻々と変わってきてるので、それなりの

対応をしてもらえると保護者もありがたいと

思う。

〇事務局

次期計画を来年度策定するので、その辺も

突っ込んで考えていくことになる。

公立保育園のあり方をどうしていくのか。

小規模保育事業で対応できているうちはいい

が、それを上回るような状況になったときに

どうしていくのか。医療的ケア児の受け入れ

など、公立の担ってる役割と民間が担う役割

なども含め議論をいただきながら、次期計画

に表せられるとよいと思う。



8

〇杉原会長

民間保育所等運営費について意見をいただ

く。

〇小池委員

一番最初に思うのは子どもたちの安全確保

がしっかりされるとよいと思う。また、ニー

ズも変化しているので、変化に対応してもら

いたい。

発達障害などの専門的な対応については保

育士の負担になってもいけないので、行政と

してそのあたりのフォローをしていただけた

らと思う。

〇近藤委員

今日は放課後児童クラブの保護者の立場で

出席しているが、認定こども園に勤務してい

るので、その両方からの視点でお話させてい

ただけたらと思う。

先ほど、子育て力の向上について事務局か

ら提案があったが、子育て力って何なのか。

多分今の保護者の方はどうやったら子育て力

がつくのかということがまず、分からないと

思う。

20歳でお子さんを産まれるお母さんもいる

し、どうやってあやすか、どうやって関われ

ばいいか、誰も教えてくれないので、そこか

らまず始まると思う。

保育士、保育教諭の先生はそれを一番よく

知ってるので、母親にアドバイスしても、素

直に受けとめてくれないこともある。その伝

え方とかを日々勉強させてもらっているが、

子育て力とは何ぞやといったところから始ま

ると思う。

認定こども園として考える求められている

ニーズと実際の保護者ニーズの差がすごくあ

る。

一番感じるのが、来年の入所の見学で来ら

れる時に、この園は、おむつの破棄はどうさ

れてるかをどなたも聞かれる。

園としては教育方針や、園のいいところ、

力を入れていることを聞かれると、私たち

も、そういう点を見てもらえると思うが、そ

うでなくて、建物が新しいとか、床暖房があ

るかといったところに関心を持っている。

ここ何年かで、保育する側と保護者との間

の視点にずれを感じる。

コロナ禍で保護者とコミュニケーションが

なかなか取りづらいところがあり、連絡帳や

玄関でお会いできる限られた職員しかコミュ

ニケーションを取ることができなかった面も

あったので、職員が保護者と話をする機会を

持ちたいし、もっと関われるような機会を増

やしていきたい。

スマホに頼ってる保護者が多く、何かある

とＹｏｕＴｕｂｅや動画見せておけばいいみ

たいな、スマホを見せながら登園する方もい

る。

保育士はスマホが子育てに与える影響の講

演を受ける機会はあるが、保護者はそういう

講演を受ける機会がない。脳の発達に及ぼす

影響を知る機会があまりないと思う。小学校

ではスマホの使い方について学ぶ機会がある

が、子ども園とか保育園の保護者の方にも今

一度そのスマホのそういうところもお話しし

てもらえる場があれば、保護者の立場として

はありがたい。

〇杉原会長

事務局、返答はあるか。

〇事務局

十分に参考にさせていただく。

子育て力っていう言葉を使ったのも、我々

が仕事をする中で、今、どうしてた気がかり

な子が増えてるんだろうっていう話を課内で

したときに、愛着的な部分、自分が求める時

に、親に愛されていると感じられるかといっ

た部分で増えているのではとの話しになっ

た。
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子育て支援というサービスの提供だけじゃ

なくて、保護者の方の子育てする力を向上さ

せる取り組みも必要なんだなと思った。

〇杉原会長

スマホ研修については、市ＰＴＡ連合会で

の取り組みはどうか。

〇元文副会長

ＰＴＡでスマホに関する話し合いがあった

が、今、小学生でもスマホを持っており、中

学生はほとんどがスマホを持っている。

セキュリティを掛けても、子どもはセキュ

リティを破って、ＹｏｕＴｕｂｅを見たりす

る。スマホを取り上げるのも難しく、スマホ

に関しては困ってるところも多い。ＰＴＡの

方でスマホについて話し合っていきたい。

〇杉原会長

家庭育児応援手当支給事業に入る。

（発言なし）

〇杉原会長

障害児保育事業に入る。

〇事務局

発達とか、気がかりなお子さんがいる場合

は、大野市の児童デイサービスセンターが巡

回しており、園の方から気がかりだと思われ

る子どもに対して専門家が見立てを行い、必

要と判断された場合は、児童デイサービスの

療育の方にもつなげている。

そのような対応は市内全ての園で行ってい

る。

（発言なし）

〇杉原会長

続いて放課後児童クラブ事業に入る。

〇近藤委員

いつも見ていただいてありがたい。平日の

放課後に関しては無料ということで大変手厚

く感謝している。

今年から長期休業中の負担金が200円から

300円になったが、当然のことと受けとめて

いる。長期休業中はもう1日フルで見ていた

だいているので、個人としてはもう少し負担

金額を上げてもいいと思っている。

子どもが西部児童センターに通っているの

で、長期休業中は富田小学校の子や上庄小学

校の子が来るということで、他の学校の児童

と交流できる機会となっており、ありがたく

思っている。

コロナ前の状況が分からないが、去年の夏

には他の児童センターと合同で六呂師に行か

せてもらい、夏休みの思い出になり、子ども

も喜んでいた。

時々叩かれたとか、実際にトラブルもある

と思うが、気がかり子も多くなってきている

と思われるので、小学校との連携だけじゃな

く、是非とも保育園等との連携も図っていた

だき、園ではこういう対応をしてたというこ

とを伝えたい。

今、児童センターの先生とも話しをしてい

たが、保育園等でのサポートや対応、子ども

の特性について話し合う機会が小学校入学前

にあれば、園としても対応させてもらう。

みんなが放課後児童クラブを気持ちよく利

用できる環境が整えられるように、小学校入

学前に保育園等と児童センターの情報交換の

場の設定してもらいたい。

〇杉原会長

児童センターとしてどうか。

〇今井委員

気掛かりな児童が放課後児童クラブを利用

する前に保育園等から少し情報をいただいて

いるが、実際に児童に関わってからでない

と、対応の仕方が分からない。

放課後児童クラブ利用後に学校での様子や

園にいたときの対応等をお聞きするが、学校
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はやはり緊張感があって本性が出ていない。

結局、児童センターは息抜きではないが、今

までしなかったことを児童センターでするよ

うになってきている。

園や学校からも気掛かりな児童に対する事

前の情報提供をいただけると回避できること

もあると思う。

手が出てしまう子が結構増えているのは、

コミュニケーション能力が不足していて、ス

マホ時代になってしまい言葉が出ない。

〇杉原会長

私も市の民児協の立場で、市内の児童セン

ターへ行ったことが何度かあるが、非常に指

導されてる方は大変だと思った。

携わっている方は、指導方法については非

常に悩んていると思う。

この会議で良い知恵を出していけたらと思

う。

最後に、子ども食堂見守り支援事業補助に

入る。

奥越健康福祉センターの杉井委員、何かご

意見等、ご質問等、何かありましたらお願い

したい。

〇杉井委員

異動で5月からの勤務しており、奥越地区

は初めてなのでわからない部分もあるが、

今、大人あるいはその中で障害者と接する中

で、先ほどからの意見で感じたところがあ

り、少し水を差すようになってしまったら本

当に申し訳ないが、保健所の事業としての気

掛かりな子の捉え方が違うと感じた。

保健所としては、気がかりな母親が育てる

気がかりな子というふうに見ている。

気掛かりな子は脳の発達という問題もある

が、環境が原因になっている。

先ほどのスマホで時間を潰す、あるいはコ

ミュニケーションが下手ということになる

が、子育て力という言葉が出たと思うが、子

どもは保護者の接し方の鏡だと思う。

子どもの目から見たときに、子どもには罪

はないと思う。子どもがなぜそういう行動を

取るのかと考えると、環境であるとか、親子

関係であるとか、いろいろな要因があると思

うので、そこを丁寧に見ていった時に、子ど

もにどう対処しようかという以前にやるべき

ことがあると思う。

こども支援課だけで解決する部分じゃない

部分が、保育園あるいは小学校など、子ども

に携わる方も預ける保護者も、困ったことや

悩むことがあるように感じる。

先ほど、小学校と放課後児童クラブとでは

子どもの様子が違うとの話しがあったが、放

課後児童クラブをもしかしたら準家庭のよう

に思っていて、家庭で満たされないところを

児童センターで出している。ＳＯＳなのかも

しれない。

こども支援課と他課との連携や関係者との

情報共有などの横の繋がりを持ち、大野市の

人口規模であったら、市町村の縦割り意識と

いうよりは、子どもを育てる親、あるいは家

庭を見守れないかと思う。

私が精神障害の方々の緊急対応をしてきた

が、問題行動を起こす理由も到底理解できな

いし、社会にはやはり認められないところは

あるが、大人であっても、ご自分が親に、あ

るいはある人に、やっぱり自分を見てもらい

たいことを社会にアピールしている。

警察を通してこの人、本当に精神の病気で

の問題を起こしているのかどうかっていうこ

とを経験するときに、最初にどなたかの発言

にあった愛着、人との関係の中で、通常じゃ

ない表現しかできないっていう子どもいた。

自然と育った環境が問題となる行動の要因

であると思うので、その要因に目を向けるこ

とも大事だと感じた。

〇杉原会長
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ありがとうございました。

新しい視点というか、違う観点からの発言

だったので非常に参考になったと思う。

予定の時間が過ぎてしまったが、子育て応

援パッケージの実績について、事務局の説明

をお願いしたい。

〇事務局

令和4年度の子育て応援パッケージの説明

をさせていただく。資料№3をご覧いただき

たい。

四角の囲みの中に取り組みの概要と、令和

4年度の実績を記している。

括弧書きが令和3年度、前年度の実績で増

加してるものについては青色の上向きの矢印

を、減少してるものについては赤の下向きの

矢印を記載している。

増減がないものについては黄色のバーを記

載している。

1枚目が健やか安全と分類したもので、産

婦健診不妊治療費の助成、予防接種助成児童

デイサービスセンターの利用について記載し

た。

大きく増減したものは左の上から2番目の

不妊治療費の助成が件数、金額ともに大きく

減少しているが不妊治療が保険適用になった

こと、新型コロナウイルス感染症の影響によ

る出産控えの傾向が表れてきているものと思

う。

一方、左の一番下の児童デイサービスセン

ターの利用実績については、保育所等の巡回

発達相談において、気がかりな児童に関する

見立て行い、必要なサービスにつなげるとい

った一連の仕組みが確立されてきたので、増

えてきていると認識している。

次のページ。

子育て応援と分類した取り組みだが、特に

星印を付けているところを説明させていただ

く。

保育所、認定こども園では国の基準で、免

除にならない児童について、県や市の取り組

みで免除している。国の幼児教育無償化で、

3歳以上の保育料は無料になっている。さら

に大野市の場合は、3歳未満であっても、第

二子以降は無料として、所得制限を設けてい

ない。

その下の囲み、子ども医療費の助成では県

内17市町のうち、高校生までを対象に医療費

助成をやっている市が16市町あるが、そのう

ち県内で唯一、大野市は県内の大学、専門学

校等通学している20歳までの学生も対象とし

ている。19、20歳の学生まで拡大してるのは

大野市だけである。

小中学校、学び体験というシートだが、星

印のところ3人っ子学校給食費の助成として

小中学校給食費の第三子以降の無償化に取り

組んだのは、県内で初めての取り組みで、令

和2年の4月から行っている。

Ｂ＆Ｇ塾では冬休みの新規開催に取り組ん

でおり、エキサイトウィークについても新規

の取り組みを行った。

小中学校の児童を対象とした新たな取り組

みが充実している。

若者保護者応援という部分であるが、若者

支援のＵターン、Ｉターンについては拡充し

た取り組みを進めている。

特に、子育て世帯、新婚世帯への定住とい

うことで、中古住宅の購入のリフォーム費用

の助成、これについては大きく件数、助成金

額ともに増加している。

新築住宅がなかなか購入できないという

か、物価が高くなっておりなかなか建てるの

が難しいというところで、中古住宅に目が向

けられるてきたと考えている。

以上が令和4年度のパッケージの実績であ

る。

〇杉原会長
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ありがとうございました。

園の送迎バスが話題になっているが。

〇事務局

野外活動で利用する園はあるが、登園、降

園に送迎バスを使っている園はない。

〇杉原会長

事故防止対策はできているか。

〇事務局

毎月1回開催している園長会で対応を徹底

している。

登園・降園に利用していないことで安全装

置設置の義務付けはないが、人的な点呼や複

数人での確認などの徹底を行ったいる。やっ

ておりますけれどもその辺で、そういったも

のの対応の徹底というところで周知をさせて

いただいております。

〇杉原会長

不適切保育に関する研修はどうか。

〇事務局

不適切保育については、他県で事例が発生

した際に園長会で必ず議題にして周知を行っ

ている。

虐待だけでなく不適切保育という面では幅

広く対応していかなければと考えている。

〇杉原会長

そのような対応がしっかりとできていれ

ば、大野市は本当に手厚い対応がされている

ということで、移住につながるかもしれない

ので、子育て応援パッケージだけでなく、そ

の安心面についてもしっかりと情報発信する

とよい。

〇事務局

令和5年度のパッケージをお配りさせてい

ただいている。見せ方を変えており、妊娠期

から乳児期、幼児期というライフステージご

との記載に加え、「健やか安全」や「子育て

応援」というカテゴリー分けをしてさらに分

かりやすくした。

特に24番の長期休業中の居場所について、

大野市はこれまで村部で実施する放課後子ど

も教室の長期休業中の対応はしていなかっ

た。そのニーズが非常に今まで多かったた

め、今年の夏休みから「学びと遊びと体験の

広場」という名称で、エキサイト広場に集ま

っていただいて対応している。詳細は報告事

項で説明させていただく。

○杉原会長

報告事項をお願いする。

○事務局

情報共有させていただく。

まず、屋内型子どもの遊び場整備事業につ

いて、基本計画の概要をご覧いただきたい。

資料の左、目的は、子どもたちが天候にか

かわらず、楽しく遊び、子育て世代が交流で

きる場をまちなかに提供し、子どもの健全な

育成及び安心して子育てができる環境の充実

並びに中心市街地の活性化を図ることに目的

に整備される施設である。

現在の越前おおのまちなか交流センター、

旧有終西小学校の体育館を改修する。

整備のコンセプトは、大野の魅力を体感で

きる遊びの広場で、基本方針を三つ掲げてい

る。

基本方針の一つ目は、いつきても楽しくに

ぎわいのある遊び場で、何度でも行きたくな

るような魅力的な思い出に残る施設とする。

基本方針の二つ目は、みんなが満足する遊

び場で、障害の有無にかかわらず、すべての

子が遊ぶことができ、さらに同伴者も快適に

利用できる施設とする。

基本方針の三つ目は、安全で安心な遊び場

でユニバーサルデザインやメンテナンスしや

すい施設にしていきたいと考えている。

令和5年度は、実施設計と指定管理予定者

の募集をし、夏頃の決定に向けて作業を進め

ていく。
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令和6年度中に工事、監理を行い、令和6年

度中の供用開始を目指すスケジュールになっ

ている。

子どもの遊び場については以上である。

続けさせていただく。

二つ目、なつやすみわくわくカレンダーに

ついてで、これも夏休み、長期休業中の子ど

もの居場所づくりのニーズに対応するもの

で、空間とか、長期休業中で居場所を確保す

ることも対応の一つであるが、大野市ではい

ろいろな課がいろいろな事業を夏休み中に実

施しており、その情報を一元的に集約して伝

えることも一つの居場所づくりに繋がるとい

う趣旨で、令和3年度からカレンダーを作っ

ている。

先週、夏休み前に、市内の全小中学校に学

校を通じて配布した。詳細な情報はＱＲコー

ドを載せており、市のホームページ等で確認

をしてもらうことにしており、スマホを活用

することで若い子育て世代に、より伝わりや

すい情報発信に取り組んでいる。以上がなつ

やすみわくわくカレンダーの説明である。

最後に学びと遊びと体験の広場である。新

規事業として長期休業中の子どもの居場所づ

くりとして、7月21日から8月25日までの間の

20日間実施する。

お盆の間は、お休みする期間もあるが、放

課後子ども教室と放課後児童クラブの交流、

またＢ＆Ｇ海洋センターを使ったプールや海

洋性レクリエーションの実施。またチャレン

ジ教室でいろんな体験をする。

なぜ、盛りだくさんのメニューにしたかと

いうと、昨年度の子ども・子育て会議の放課

後の居場所づくりの協議を行った際の意見と

して、ただ空間としてあるだけじゃなく、い

ろんなことを体験させて欲しいという意見が

非常に多くあった。

いろんな体験の中から子どもたちが、何か

に興味関心を持ち、継続していくようなもの

が見つかるとよいとの意見をいただいたの

で、豊富なカリキュラムを備えた活動の場所

を考えた。

定員40名のところ、36名の申し込みがあっ

た。

もともと西部児童センターの放課後児童ク

ラブの利用を希望する村部の児童も16名お

り、両方を足すと非常に多くの子どもの長期

休業中の居場所の確保に対応していると考え

る。以上である。

〇杉原会長

先ほど言い忘れたが、それぞれの事業の助

成金について助成金ガイドブックを市が発行

していたが、今年度は各家庭に配布されてい

ないが。

〇事務局

今年から各全戸配布は取り止めて、ホーム

ページへの情報掲載になっている。

〇杉原会長

助成金を周知するにはガイドブックを見る

といいのだが。

〇事務局

助成制度ガイドブックの中の子育てに関連

するもの情報を抜き出し、集約して、子育て

情報誌として発行し、認定こども園や保育所

を通じて、お子さんのいる保護者の家庭に

は、冊子をお配りしている。

〇杉原会長

私の進行はこれで終わらせていただく。

青井先生から全体を通してのアドバイスをお

願いしたい。

〇青井アドバイザー

皆さんのご意見を伺って、それぞれの委員

の立場での思いを垣間見ることができた。

一言だけ言うと、やっぱり子どもをどう捉

えるかとか、もっと言うと保護者をどう捉え

るかということを少し整理した方がよい。
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求められることがすごく多くなっている時

代なので、私たちとしてはすごく熱い思いで

こうなって欲しいなと、親にも子にも思う

が、果たしてそれがっていうところを、専門

職とかこういう立場の我々が少し俯瞰した

り、こちら側が整理をしていくようなことを

考えていかないと親子がつぶれていく可能性

もあるんじゃないかと思う。

その辺りもまた次回グループワーク、少し

あるみたいですので、何かその辺りを、また

委員の皆さんからご意見いただけるとよいと

思う。

〇事務局

最後に、元文副会長から閉会の挨拶をお願

いしたい。

〇元文副会長

たくさんの貴重なご意見をいただいた。今

週末からいよいよ子どもたちは夏休みに入

る。子どもたちにとっては楽しい夏休みなん

だが、私、母親としては、その不安というか

ちょっと心配な夏休みでもある。

先ほどの子ども食堂の説明があったが、夏

休みに関連すると、今、上庄地区で実施され

ているが、母親の立場からすると夏休みのお

昼ご飯を母親は作りに帰ったりしている。

ぜひ、夏休みの間だけでも、週に1回と

か、簡単なものでもいいので子ども食堂を利

用できたらありがたいというのが母親の立場

としての意見である。

親子ともども、なつやすみわくわくカレン

ダー等を利用して楽しい夏休みになったらい

いと思う。

またよろしくお願いしたい。

（午後8時50分 閉会）


